
タウンミーティング あったかいまち「ふじみ野」を目指して 

 

日 時 平成２７年６月１４日(日)午前１０時～１１時３０分 

場 所 旭分館（苗間旭町会） 

天 気 くもり 

参加者 １８人 

  

 

主な意見等 

 

参加者   地方税法に基づかない仕組みについて。介護保険の認定を受けて

いる人は、市の裁量で障害者控除の対象にできます。近隣団体では、

介護１以上であれば対象にしていますが、ふじみ野市では、介護２

の一部以上の人しか対象にしていない。介護１の人は、近隣団体で

は非課税となりますが、ふじみ野市では課税となります。介護保険

や、高額療養費などの給付面でも１０万円以上の差が出るのではな

いでしょうか。また、親が障害者控除の対象になると控除がありま

す。そのことを市の税務課と高齢福祉課に問い合わせ、市長に言っ

てほしいと伝えました。他の団体と差が出ることは納得できないの

で、調査して検討してほしいです。税収が減るかもしれないが、交

付税算入があるのではないでしょうか。 

 

市 長   指摘されて、納得がいくものであれば上にあげるべきだと思いま

す。職員がイエスマンでは困ります。介護１から対象としてよいの

かという議論は必要だと思いますが、近隣が実施していて本市が実

施していないとなると不公平感があると思いますので、調査して検

討します。負担の問題では、本市では介護保険料の基準額は富士見

市より低くなっています。 

 



 

参加者   遺族年金は所得と見做さないので、自分の年金所得を合わせても

課税とならないケースがあります。しかし、単身で働いて同じ所得

がある人は課税対象となり、相当な差がでます。遺族年金も所得と

見做すべきだと思います。 

 

市 長   なぜ、そこだけ特別扱いされるのかということになりますが、総

じて言いますと、国の介護保険制度も未成熟で、介護従事者不足を

補うために報酬を上げるとしましたが、介護事業所に留保資金があ

るからと介護全体の予算をカットするなど矛盾しています。介護事

業所も特養であったり、小さなデイサービスであったり、規模も種

類も多様で、実態にも現場にも合っていないことをしています。 

 

 

参加者   下水道に関し、去年、市から単独浄化槽を合併浄化槽に変えて欲

しいとの説明会がありました。古い単独浄化槽の人には援助すると

のことで、公共下水道が入ることはないと感じました。市全体に公

共下水道が入ることはないということですか。 

 

市 長   市域全域が対象地域になっています。それは、意向調査のことで、

誤解を与えてしまったのだと思います。家の建替え時には、合併浄

化槽にする必要があるということで、現状の単独浄化槽を変える必

要はありません。 

下水道整備には多額の費用がかかるため、埼玉県から計画見直し

の意向について、自治体に対し調査がありました。市域全体を下水

道に整備する計画の団体には、合併浄化槽を整備する場合、国庫補

助を出さないこととなっています。 

政治家はやりますと言いますが３０年後、６０年後にできるとい

うことでは、やることにはなりません。また、下水道を入れるには

受益者負担が必要であり、大きな農家等では、引き込み費用の自己

負担が多くなるため、望まない人もいます。３０年、６０年先まで

下水道が入らないのであれば、合併浄化槽を望む人もいます。それ

ならば国庫補助金を受けることも検討する必要がありますので、そ

のための意向調査を実施したということです。 

 

参加者   いつ公共下水道になるのかと聞いたところ、できないようなこと



を言われました。 

 

市 長   そういうことはありません。 

 

 

参加者   合併後、上福岡目線の工事が多く感じます。上野台団地もきれい

になりました。 

 

市 長   上福岡地区では逆で、総合支所が建替えられ、消防本部もできて

大井地区ばかりが整備されたと言われます。上野台団地や霞ヶ丘団

地は、よく誤解を受けますが市ではなく UR がやっていることです。 

 

 

参加者   水が出るので雨水対策をしてほしいです。 

 

市 長   合併前からの懸案事項で、市内全域で対策をすると何百億円もか

かってしまいます。また、関越道より向こうの地域では、本来、砂

川堀都市下水路に流さなければならない雨水を川越江川に流してい

る状況もあります。そのため、そのエリアに調節池を作る予定です。

また、各戸貯留化を県の補助金を得て進めています。これによって

関越向こうへの効果が上がると期待しています。 

 

参加者   必要な経費を確保してほしいと思います。 

 

市 長   介護の費用負担も増加し、国民健康保険に対しては、一般会計か

ら約１０億円を援助している状況です。このことは、社会保険の保

険料を負担している若い人が納付した税金を国民健康保険に投入し、

二重に負担していることになります。ただし、国民皆保険制度発足

時には想定していない事態であり、現在の人口状況では有り得るこ

とで、制度の見直しが必要かと思います。 

また、公共施設の老朽化も顕著で、現在の施設をそのまま維持す

ると４０年先で、約９３０億円かかり、毎年では約２４億円かかり

ます。合併市であるので、本来であれば同様な２施設を１施設にす

るべきですが、１対１の合併であるため廃止される地域からは反対

をされてしまいます。本市はコンパクトでありますが、東上線、川

越街道、関越自動車道等で分断されているので、高齢者や障がい者



に対する交通手段を見直し、その中で公共施設のあり方も考えたい

と思っています。 

 

 

参加者   ごみの減量化について。生ごみ処理容器「ベランダ de キエーロ」

が大きすぎるので、集団住宅でも利用できるように、もう少しコン

パクトにできないでしょうか。 

また、清掃センターの見学が平日であり、通常、働いている人は

見に行けません。議会で市長は、行政の常識は世間の非常識と言っ

ていました。現場を市民が見れば意識が変わるはずです。せめて土

曜日や日曜日、祝日にでも実施してほしいと思います。３年前から

環境課に言っていますが、変わっていません。 

 

市 長   キエーロについては、現在試行中でありまして、商工会の建設部

に安い費用で作成してもらっている経緯があります。しかし、大き

いため、ベランダでは難しいと感じていますので、担当や関係者に

伝えます。市役所はできない言い訳をするのに時間を使いますが、

その時間があればどうしたらできるかを考えるべきだと思っていま

す。 

清掃センター見学の件については、何らかの理由で土日祝日開催

ができないと思われますが、その理由は説明すべきだと思います。

また、その課題を土日祝日実施でもクリアできる方法を考えるべき

なので、担当課に話します。 

 

 

参加者   防犯灯について。行き止まりの私道沿いに１０軒ありますが、あ

る日、車上荒らしと思われる者が物色していました。暗いので２箇

所に防犯灯設置を市にお願いしましたが、私道を寄付してもらわな

いとできないと言われ、現在手続きをしています。しかし、所有者

の権利の問題や所有者の同意も必要で時間がかかってしまいます。

私道のままで設置できないでしょうか。 

 別のケースでも、同様に言われ、町会でも付けてもらえなかった

ので、各戸で費用を出して付けた例があります。例えば、町会は設

置費用を出すが、町会による維持管理費用に補助をしてもらうこと

はできないでしょうか。合併前ですが、寄付採納を申し出たところ、

予算がないと断られたことがあります。大井小学校の裏は公道です



が、暗く不審者が出るので、そこに設置できれば明るくなります。 

 

市 長   簡易消火栓でもそうですが、防犯灯には開発行為で付けたものも

あり、これだけ開発行為がありますので、全てを市で管理すること

は不可能です。しかし、どのように可能な範囲で改善できるかを検

討します。 

 

 

参加者   以前から防災拠点となっている苗間西公園にトイレの設置をお願

いしていますが、できないでしょうか。 

 

市 長   トイレにつきましては、市内全域の中で必要性があるところは順

次設置していますが、維持管理費の問題があります。特に問題なの

は夜間の管理で、痴漢行為などがあり、夜間は施錠している公園も

あります。公園愛護会などに維持管理してもらうことも一緒に考え

ていきたいと思います。避難所である体育館のトイレをもっと整備

してはとの話もあるが、災害時には、排水管が使用できなければト

イレを利用できず、仮設トイレを使用することとなります。しかし、

防災拠点となっている苗間西公園については、再度調査します。 

 

 

参加者   大井東中のグラウンドの夜間照明は有料ですが、学校体育館の照

明代が無料なのは不公平ではないでしょうか。どちらかに統一すべ

きでは。 

 

市 長   たいへん貴重なご意見です。私もそのように感じ、使用料の見直

しが必要と感じています。電気代はかかっていますので、本来、使

用している人が負担することが原則であり、減免を見直す必要性を

感じています。 

 

参加者   減免や使用料の見直しを議会で言う人もいないので、市長の考え

がそうであれば、反対する人がいても、条例改正すべきではないで

しょうか。 

 

市 長   これまでも、他ではやっていない保育所の耐震化をする時には保

育所を潰すのかと言われ、消防本部を建てる時には、大井町役場を



壊し、大井中央公民館も壊すのかと事実と違う事を言われましたが、

市民が見誤らないように、信念を持ってやってきました。これから

もそのようにしていきたいと思っています。国会でもそうですが、

説明責任は必要であると考えています。反対はあると思いますが、

本当にこうしたいということを市民に説明する時間は必要と考えて

います。 

 

参加者   公民館の受益者負担については、当然だと思っていますし、議会

も理解していると感じます。他の会合でもそのような声をよく聞く

し、正しいと思っています。 

 

市 長   循環バスについても、有料化してでももっと良くしてほしいとの

声を聞きますので、勇気を持って、努力していきたいと思います。 


